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　館林のラーメンファンとラーメン店主などがアイデ
アを出し合い作製した「たてラガイドブック2019」が
完成し、市有施設や掲載店舗で配布しています。ガイ
ドブックには市内20店舗自慢の一杯が、手打ち系や創
作系など、それぞれの特徴ごとに掲載。思わず手に取
りたくなるようなインパクトのあるデザインにしてい
ます。ガイドブックを片手に、家族や友達とたてラし
てみませんか。
市内配布場所　市役所、駅前観光案内所、つつじが岡
ふれあいセンター、ラーメンガイドブック掲載店舗
問合せ　商工課（内線2 0 7）

たてラとは、館林でおいしいラーメンを食べるコト！！

　平成30年８月～同31年１月までの期間募集していた
Tatebayashi Web フォトコンテストの入賞作品が決
定しました。応募作品は市の魅力を広く発信するため
に活用させていただきます。来年度もコンテストを開
催する予定ですので、ぜひ応募してください。
応募作品数
■ホームページ部門　2 0 8 点
■ツイッター部門　2 4 6 点
入賞作品　最優秀賞１点、優秀賞２点、沼を見てほっ
と賞１点、歴史のまち館林賞１点、アゼリア賞１点、
花のまち館林賞１点、新しい魅力み～つけた賞１点
※入賞作品は市ホームページに掲載しています
問合せ　つつじのまち観光課（℡ 74-5233）

▲ホームぺージ部門最優秀作品
/ 写楽野郎「記念撮影」

▲ツイッター部門最優秀作品
/ ホソ「夜桜と鯉のぼり」

▲たてラファンが集まった完
　成記念ミーティングの様子

それぞれの店舗の自慢の一杯を紹介館林の魅力を写した作品の中から

「たてラ」ガイドブックが完成Tatebayashi Webフォトコンテスト
入賞作品を発表しました

ネーミングライツスポンサー
文化会館大ホールの

を募集します

　本市では、文化会館大ホールのネーミングライツスポンサーを募集

します。ネーミングライツとは、市と契約した民間業者に市有施設の

愛称として企業名や商品名などをつける権利を付与することです。契

約により市が得た対価は、市有施設の運営や、維持管理費用に充てら

れます。詳しくは市ホームページをご覧ください。

を募集します

対象施設　文化会館大ホール
愛称の条件　「館林市文化会館〇〇ホール」と
してください
希望契約価格　一年当たり1 5 0 万円以上（消費
税及び地方消費税は別途）
希望契約期間　スポンサーとの協議により決定
した日～平成36年３月31日

申込み・問合せ　５月20日㈪（必着）まで（土・
日曜日、祝日を除く）に、応募申込書（企画課
及び市ホームページにあります）に必要事項を
記入し、必要書類を添えて、持参、又は郵送で
企画課政策推進係（〒374 - 8501　 市役所内　内
線3 0 8 ）へ

22019．4．１

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

　

立
地
適
正
化
計
画
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
の
中
で
も
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
す
も
の
で
す
。
居
住
や
都
市
機
能

（
生
活
の
利
便
性
を
高
め
る
施
設
）
の

誘
導
、
公
共
交
通
の
充
実
に
よ
り
、「
コ

ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

計
画
内
容

　

市
街
化
区
域
の
中
に
居
住
誘
導
区
域

と
都
市
機
能
誘
導
区
域
を
設
定
し
、
居

住
や
都
市
機
能
を
緩
や
か
に
誘
導
す
る

と
と
も
に
、
各
種
施
策
の
推
進
に
よ
り

人
口
密
度
や
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
維

持
し
て
い
き
ま
す
。

届
出
制
度
に
つ
い
て

　

館
林
市
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
日

で
あ
る
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
、
居

住
誘
導
区
域
及
び
都
市
機
能
誘
導
区
域

外
で
一
定
規
模
以
上
の
開
発
行
為
や
建

築
行
為
等
を
行
う
場
合
、
都
市
機
能
誘

導
区
域
内
で
誘
導
施
設
を
休
止
、
又
は

廃
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
都
市

再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
市
長
へ
の

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
計
画
書
及
び
各
誘
導
区
域
の
詳
細
は

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
又
は
都
市
計
画

　
課
で
確
認
で
き
ま
す

問
合
せ
　
都
市
計
画
課
計
画
係
（
内
線

４
０
８
）

立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

▼各誘導区域の詳細などはホーム　　
　ページに掲載中です

防災講演会を開催
館林市ハザードブック発行記念

　講師を務めたのは、館林市ハザードブックの監修者であり、館
林市防災アドバイザーの片

かた

田
だ

敏
とし

孝
たか

さん。片田さんは、群馬県が災
害が少ない地域であるという「群馬安全神話」は、近年の荒ぶる
自然の中では間違っていることを強調しました。
　今回配布するハザードブックの特徴は、皆さんの主体的な避難
を促す「逃げどきマップ」や「広域避難マップ」など、実際の避
難に必要な情報が備わっていること。特に台風や洪水については、
災害が起こる前に主体的な行動がとれるよう、「いつ、どこへ避難
するか」などの具体的な内容を掲載しています。
　自分自身、そして身の周りにいるたいせつな人たちの命を守る
ために、ハザードブックをぜひご活用ください。
問合せ　安全安心課危機管理係（内線3 2 8）

本号に併せて配布する館林市ハザードブック。この冊子には、災
害から命を守るため、事前にできる対策などの情報が詰まってい
ます。市民の皆さんにこの冊子をより上手に活用していただくた
め、３月18日に講演会が開かれました。

月　日に
　配布！
４ １



　
本
市
の
一
般
会
計
予
算
は

２
８
４
億
１
５
０
０
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
１
・
０
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特

別
会
計
予
算
は
１
７
６
億
９

８
９
２
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
０
・
８
％
増
で
す
。

　
一
般
会
計
の
財
源
と
な
る

歳
入
の
構
成
を
見
る
と
、
市

民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
市
税
は
１
１
５
億
３

９
２
１
万
円
を
見
込
み
、
前

年
度
比
で
は
１
・
２
％
の
増

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、

20
億
７
０
０
０
万
円
を
見
込

み
、
前
年
度
比
で
は
０
・
５

％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　
県
支
出
金
は
、
都
市
計
画

道
路
（
中
央
通
り
線
）
業
務

委
託
金
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、

27
億
４
０
６
７
万
６
０
０
０

円
と
、
前
年
度
比
で
は
21
・

６
％
増
と
な
り
ま
す
。

新
年
度
予
算
が
決
定
　

一般会計予算とは、市民生活
に深く関わる福祉や保健、教

育、道路整備などを行う会計

歳　入
284億
1,500万円

歳　出
284億
1,500万円

平成 31年度

館林市の予算と方針

◆その他
31億9 , 1 6 8万３千円
 （11.3%）

◆市税
1 1 5億3 , 9 2 1万円
 （40.6%）

◆国庫支出金
31億5 , 1 8 6万４千円
 （11.1%）

◆地方消費税交付金
14億9 , 0 0 0万円
 （5.2%）

◆地方交付税
20億7 , 0 0 0万円
 （7.3%）

◆県支出金
27億4 , 0 6 7万６千円
 （9.6%）

◆繰入金
18億6 , 9 6 6万７千円
 （6.6%）

◆市債
23億6 , 1 9 ０万円
 （8.3%）

◆民生費
91億7 , 6 7 7万４千円
 （32.3%）

◆衛生費
39億4 , 1 5 7万２千円
 （13.9%）

◆教育費
37億2 , 9 8 9万７千円
 （13.1%）

◆総務費
22億3 , 1 3 7万６千円
 （7.9%）

◆公債費
22億5 , 6 0 3万９千円
 （7.9%）

◆商工費
15億1 , 7 5 9万３千円
 （5.4%）

その他
17億7 , 5 5 1万円
 （6.2%）

◆土木費
37億8 , 6 2 3万９千円
 （13.3%）

一一 般般 会会 計計

支出について目的別
予算を性質別の予算
に置き換えてみると

◀たてばやし家の家計の
　全てを管理している
　たてばやし花さん

扶助費 53 億 9,955 万８千円
物件費 47 億 2,492 万５千円
人件費 43 億   790 万９千円
補助費等 38 億 6,911 万４千円
投資的事業費 36 億 9,334 万３千円
繰出金 25 億 1,940 万８千円
公債費 22 億 5,603 万４千円
その他 16 億 4,470 万９千円

合計 284 億 1,500 万円

４2019．４．1

平成29年度国民生活基礎調査（厚生労働省）における全世帯の平均所得金額（560 万２千円）を参考に、

一般会計予算を１/5,000 に縮小した5 6 8万３千円を年間所得と仮定し、更に、この額を１/12にした47万

４千円を、１か月の収入・支出として家計簿を作成しています。（ボーナスを含めて、年間所得を１/12に

しています）

※家計簿算出
　　条　件

特別会計予算とは、国民健康保険や
下

水道事業など、特定の歳入を特定の
歳

出に充てて運営していることから、
一

般会計とは経理を別にしている会計特別会計予算を見てみよう！

一般会計予算を家計簿にしてみると

問合せ　財政課財政係（内線3 1 2）

給料 ( 市税 ) 19 万２千円

両親からの仕送り ( 地方消費税交付金、
地方交付税、国庫・県支出金 )

15 万８千円

預貯金の取り崩し
( 繰入金 )

３万１千円

ローン借入
( 市債 )

４万円

アルバイト代などの雑収入
( その他 )

５万３千円

合　計 47万４千円

食費 ( 人件費 ) ７万２千円

光熱水費、保険料、日用品費
( 物件費、補助費 )

14 万３千円

家の増改築費用 ( 投資的事業費 ) ６万２千円

医療・介護費、教育費 ( 扶助費 ) ９万円

ローン返済 ( 公債費 ) ３万８千円

子どもへの仕送り ( 繰出金 ) ４万２千円

冠婚葬祭などの雑費 ( その他 ) ２万７千円

合　計 47万４千円

収入 支出

た て ば や し 家 の １ か 月 の 家 計 簿

種
を
育
て
る
事
業
へ

　
平
成
31
年
度
の
予
算
編
成

に
あ
た
り
、
全
て
の
事
業
の

必
要
性
・
効
率
性
・
有
効
性

を
再
点
検
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
、「
種
を
ま
い
た
事
業
」

を
「
育
て
る
事
業
」
へ
と
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
更
に
、「
新
た
な
種
ま
き
」

を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
も

の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
第
五
次
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の
４
年

目
と
し
て
、
計
画
に
掲
げ
た

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
具
現
化

し
、
次
の
計
画
策
定
に
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
重

要
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。
人

口
減
少
対
策
、
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
対
策
な
ど
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
行

財
政
改
革
や
産
業
振
興
な
ど

の
自
助
努
力
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
市
民
と
の
協
働
・

共
創
に
よ
る
魅
力
度
の
高
い
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

特別会計名 予算額
国民健康保険 83億 1,573 万 9千円
下水道事業 16億 9,635 万 8千円

農業集落排水事業 4,776 万 1千円

特別会計名 予算額

介護保険 67億 4,782 万 6千円

後期高齢者医療 ８億 9,123 万 6千円

５ 広報館林



問合せ　財政課財政係（内線3 1 2）

健康寿命を伸ばし、生涯
現役のまちづくり

◆健康寿命延伸産学官
　プラットフォーム事業

146万５千円
　産学官連携によるプラットフ
ォームを活用し、健康ウォーキ
ング教室による健康づくりの推
進など、健康寿命延伸に取り組
みます。
担当課　健康推進課健康づくり係
★産婦健康診査
　　　　　　　　　200万円
　産後２週間での産婦健康診査
を実施し、産後うつや新生児虐
待を予防するなど、安心して子
どもを産み育てられる環境づく
りに取り組みます。
担当課　健康推進課母子保健係
◆生涯スポーツに
　取り組める環境整備
　　　　　　2,706万７千円
　城沼総合体育館などのスポー
ツ施設を整備・運営し、市民の
健康増進に取り組みます。
担当課　スポーツ振興課管理係

災害時の危機対応能力の高
いまちづくり

◆国土強靭化地域計画策定事業
548万１千円

　計画策定とシンポジウム開催
により、自助・共助の促進と住
民などの理解を図ります。
担当課　安全安心課危機管理係
◆自主防災組織の育成

167万４千円
　地区防災計画の推進など、災
害に強いまちづくりに努めます。
担当課　安全安心課危機管理係

★ハザードブック外国語版作成
273万３千円

　本市に暮らす外国人のかたに
も主体的な防災行動ができるよ
う外国語版を作成し、ホームペ
ージで公開します。
担当課　安全安心課危機管理係
★防災行政無線設計

490万３千円
　災害時の情報伝達手段の多様
化に取り組みます。
担当課　安全安心課危機管理係

市民の皆様とともに育て
る事業へ向けて、今年度
も新たな種まきを行って
いきます。

その他の事業では…
◆館林駅東口駅前広場整備
　　　1,922万 6千円
同駅前広場の送迎用駐車

場を拡張するとともに、

障がい者用駐車スペース

を設置し、利便性と安全

性の向上を図ります。

◆中央通り線道路改良事業
12億 2,610万８千円

　都市基盤整備を推進します。

◆三野谷公民館改築事業
3億 3,499万 5千円
　引き続き改築工事を実

施し、生涯学習や地域の

活動拠点を整備します。

 ★クビアカツヤカミキリ
　撲滅事業　　　　　　　

334万２千円
　市民との協働による、被

害撲滅に向けたプロジェク

トに取り組みます。

主
な
新
規
・
拡
充
事
業

平成31年度

主
な
新
規
・
拡
充
事
業

６2019．４．1

人口減少時代に対応した
持続可能なまちづくり

★わくわく地方生活実現支援金
　　　　　　　　　460万円
　本市への移住者（東京23区に
５年以上在住、又は東京圏に在
住し23区に５年以上通勤したか
た）のうち、県の条件を満たす
かたに就業・起業について支援
金を交付します。
▶交付額　上限1 0 0万円
担当課　企画課政策推進係
★市有地活用移住定住支援金

120万円
　市の指定する市有地を購入し、
住宅を建築した移住・定住者に
支援金を交付します。
▶交付額　50万円（条件により
　10万円加算）
担当課　企画課政策推進係
★地域で子どもを支える
　ネットワーク事業

222万１千円
　総合福祉センターに子どもの
総合相談窓口を開設するととも
に、地域や関係機関と連携して、
子どもの居場所立ち上げ支援や
虐待防止につながる地域ネット
ワークの強化に努めます。
担当課　こども福祉課子育て支
援係
★バスロケーションシステム導入

105万９千円
　利用者に位置情報などを提供
するバスロケーションシステム
を本格的に導入し、利便性の向
上を図ります。
担当課　安全安心課交通防犯係
★事業承継支援事業

62万１千円
　深刻化する後継者不足につい
て、セミナーや個別相談会など
を開催して事業承継を支援します。
担当課　商工課工業振興係
◆地元企業ガイダンス

　83万４千円
　地元の高校生やＵＩターンを
考える大学生などに地元企業の
魅力を知ってもらうためのガイ
ダンスを開催します。
担当課　産業政策課雇用推進係

★…新規事業　◆…拡充事業

個性にあった教育と、仕
事が見つかるまちづくり

◆学校運営協議会設置事業　
130万３千円

　第四小学校に続き、４月１日
より第十小学校をコミュニティ・
スクールに指定し、「地域ととも
にある学校づくり」を推進します。
担当課　学校教育課指導係
◆向井千秋記念子ども科学館　
　ＲＯＣＫＥＴ事業

410万２千円
　東京大学の「異才発掘プロジ
ェクトＲＯＣＫＥＴ」と引き続
き連携して、個性豊かな子ども
たちに、新しい学びの場を提供
し、個に応じた支援を行い自立
を促します。
担当課　向井千秋記念子ども科
学館
◆障がい者就労支援

８万２千円
　就労機関などと連携し、障が
い者、発達障がい者の個性にあ
った職場環境づくりを推進します。
担当課　産業政策課雇用推進係
◆子どもの学習支援事業

336万円
　シルバー人材センターが実施
するおさらい教室を活用し、生
活困窮世帯に対する小学生の国
語と算数、中学生の英語の学習
支援を引き続き実施します。
担当課　社会福祉課保護係

館林の観光・食・農産物
のブランド力の向上

★沼辺文化推進事業
　　　　　　　　　190万円
　「里沼」を生かした体感型の
事業を展開するなど、本市の魅
力向上やシビックプライドの醸
成につなげます。
担当課　文化振興課市史編さん
センター
★群馬デスティネーション
　キャンペーン支援事業

414万８千円
　2020年４月～６月に開催され
る同キャンペーンに合わせ、パ
ンフレットやＳＮＳで観光情報
を発信して誘客を図ります。
担当課　つつじのまち観光課観
光振興係
◆リノベーションまちづくり事業

803万円
　エリア価値を高めるまちづく
りを推進するため、実在する遊
休不動産を題材にまちを再生す
る事業をつくりだす、リノベー
ションスクールを開催します。
担当課　商工課商業振興係
★たてばやしグルメ
　地域ブランディング事業

500万円
　「百年小麦」、「百年饂

うどん

飩」、「た
てラ（たてばやしラーメン）」を
キーワードに、地域ブランディ
ングのトータルプロモーション
を実施します。
担当課　商工課商業振興係
★スマート農業
　推進プロジェクト事業

330万円
　情報通信技術（ＩＣＴ）を活
用し、効率化・軽労働化・品質
安定などが可能な魅力ある農業
を推進します。
担当課　農業振興課農業振興係
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内科・小児科 外科
４月
28
日

後 藤 内 科 医 院
西本町

℡ 72‒0134

小 西 医 院
千代田町赤岩西
℡ 86‒2261

川 島 脳 外 科
岡野町

℡ 75‒5511

29
日

さくらクリニック
木戸町

℡ 72‒3855

か さ は ら 内 科
邑楽町中野
℡ 55‒2537

慶 友 整 形 外 科
羽附町

℡ 72‒6000

30
日

海 宝 病 院
堀工町

℡ 74‒0811

小 林 内 科
邑楽町篠塚
℡ 88‒8278

館 林 医 院
西本町

℡ 74‒2112
５月
１
日

たけい小児科
北成島町（小児科のみ）
℡ 76‒2525

加 藤 医 院
邑楽町光善寺
℡ 89‒1031

井 上 整 形 外 科
板倉町板倉
℡ 82‒1131

２
日

横 田 胃 腸 科
細内町

℡ 72‒4970

竹 越 医 院
明和町新里
℡ 84‒3137

海 宝 病 院
堀工町

℡ 74‒0811

３
日

こやなぎ小児科
富士原町（小児科のみ）
℡ 80‒2220

お う ら 病 院
邑楽町篠塚
℡ 88‒5678

高 木 整 形 外 科
大泉町いずみ
℡ 62‒6611

４
日

館 林 記 念 病 院
台宿町

℡ 72‒3155

田 沼 内 科
邑楽町中野
℡ 88‒7522

堀 井 乳 腺 外 科
北成島町
℡ 55‒2100

５
日

う え の 医 院
赤生田町
℡ 72‒3330

須 田 内 科
大泉町仙石
℡ 63‒1414

ふ じ の 木 整 形
板倉町飯野
℡ 91‒4070

６
日

松 井 内 科
日向町

℡ 75‒9880

藤 原 医 院
邑楽町明野
℡ 88‒7797

しんじょう整形外科クリニック
富士見町
℡ 55‒3623

▶夜間急病診療所（内科・小児科）…４月27日・30日、５月２日
　の午後７時から10時の間のみ、臨時診療します。
　新栄町 1844-3　℡ 73-2313
▶緊急時は公立館林厚生病院へ…成島町 262-1　℡ 72-3140
▶館林邑楽歯科保健医療センター…休日の歯科救急診療を受け付
　けています　苗木町 2622-1　℡ 73-8818

地域の収集・センターへの搬入
４月
27日

収　集・・・該当地域で行います
持込み・・午前８時30分から 11時30分まで受付

28日
収　集・・・行いません
持込み・・受け付けていません

29日
収　集・・・該当地域で行います
持込み・・午前８時30分から午後３時まで受付

30日
収　集・・・該当地域で行います
持込み・・受け付けていません

５月
１日

収　集・・・該当地域で行います
持込み・・受け付けていません

２日
収　集・・・該当地域で行います
持込み・・午前８時30分から午後３時まで受付

３日
収　集・・・行いません
持込み・・受け付けていません

４日
収　集・・・行いません
持込み・・受け付けていません

５日
収　集・・・行いません
持込み・・受け付けていません

６日
収　集・・・該当地域で行います
持込み・・午前８時30分から午後３時まで受付

通常どおり運営している施設
図書館、向井千秋記念子ども科学館、田山花袋記念文学館、第一資

料館、第二資料館、城沼総合運動場他スポーツ施設、総合福祉セン

ター、つつじが岡ふれあいセンター、児童センター、西・赤羽児童館、

武
ぶ

鷹
よう

館
かん

、斎場

休業している施設
保健センター、消費生活センター

文化会館・芸術ホールについて
４月29日、５月６日のみ全館休館します。４月30日、５
月１日・５日は開館しますが、貸館業務は行いません

老人福祉センターについて
４月27日、５月５日のみ開館します

ごみの収集・センターへの持込み

大型連休中の当番医

市有施設の業務案内

※公民館は各公民館へお問い合わせいただくか、市ホ
　ームページをご確認ください
※公共下水道の排水が故障した際は、市指定の下水道
　工事店へ。不明の際は市役所へお問い合わせください

問合せ　地球環境課資源対策係（内線 457）
　　　　たてばやしクリーンセンター・いたくら
　　　　リサイクルセンター（℡56 - 4453）

問合せ　市民課交付申請係（内線 660）

　連休中の５月１日㈷に、市役所は臨時窓口を開設し以下
の業務の取り扱いをします。また、連休が明けた５月７日
㈫の各窓口では大変な混雑が予想されますのでご注意くだ
さい。届け出や申請の際、本人確認を行います。運転免許
証など、顔写真、住所、氏名、生年月日が確認できる物を
お持ちください。
開設窓口　税務課、市民課、こども福祉課、保険年金課、
学校教育課
※開設時間は、いずれも午前８時30分～午後５時15分
交付できる証明書・届出　
▪税務課　納税証明・所得証明・評価証明などの市税関係
　証明書の交付
▪市民課　住民票、戸籍、印鑑登録証明書、転入・転出・
　転居などの住民異動届、マイナンバーカードの交付
※パスポートの申請・交付はできません
※４月26日㈮の午前８時30分から午後５時15分までに市
　民課へ電話にて予約をいただければ、住民票・印鑑証明・
　戸籍の附票の写しを、連休中でも受け取れます。ただし、
　本人又は同一住所のかたに限ります
▪こども福祉課　児童手当・児童扶養手当に関する手続き
▪保険年金課　国民健康保険・福祉医療に関する手続き
※一部の手続きのみとなります。国民年金・後期高齢者医
　療は受付のみ
▪学校教育課　小・中学校の転校手続き

５月１日の臨時窓口開設ついて

大型連休中の
業務案内

4/27 ～ 5/ ６の10日間
４月10日㈬
▼

５月10日㈮
問つつじのまち観光課観光振興係（℡74 - 5233）

イベント 期日 時間 会場

①つつじまつりラジ
　オ体操会  ４月20日㈯ 午前６時～

大芝生広場②着物でお散歩
 ４月20日㈯・
　　　　　　　　21日㈰

午 前10時 ～
午後３時

③館林物産展示販売
　※地域応援活動イ
　　ベント

午 前10時 ～
午後４時

④つつじ苗の植替え
　教室

 ４月23日㈫、
 ５月３日㈷

午前10時～、
午後１時～ 観光案内所

⑤フワフワシャトル  ４月27日㈯～
 ５月６日㉁

午 前10時 ～
午後４時

大芝生広場

⑥江戸幕府鉄砲組百
　人隊出陣

 ４月27日㈯

午後２時～

⑦フラダンスなど 午 前10時 ～
午後１時

⑧つつじが岡公園手
　業市

４月28日㈰

午前９時～
午後４時

⑨八木節競演交流大会 午前10時～

⑩つつじの花見茶会 午前10時30分
～午後２時 花山日本庭園

⑪コミクルフェスタ  ４月29日㈷ 午 前10時 ～
午後５時

大芝生広場

⑫あいずプレーパーク  ４月30日㉁
午 前10時 ～
午後３時

⑬琴と尺八の調べ  ４月30日㉁ ふれあいセン
ター

⑭キャラクターグリ
　ーティング

 ４月30日㉁・
 ５月１日㈷

午後２時～、
３時30分～ 公園内

⑮花と緑のフェステ
　ィバル

 ５月３日㈷・
　　 ４日㈷

午 前10時 ～
午後３時30分

大芝生広場

⑯大道芸 ５月５日㈷ 午前11時～、
午後２時～

イベント情報つつじまつり開園式
　皆さんのお越しをお待ちしています。
とき　４月10日㈬　午後２時～
ところ　つつじが岡公園観光案内所前
入園料
見頃の期間は６２０円（団体20人以上は５１０円）
※咲き始め、見頃過ぎの期間は３１０円
※中学生以下と障害者手帳をお持ちのかたは
　無料（障害者手帳を券売所で提示してくだ
　さい）
有料時間　午前７時～午後５時
市民優待デー
　市民のかたは公園の入園料が無料になります。
とき　４月23日㈫・29日㈷・５月３日㈷・４
日㈷　
対象　市内在住のかた
持参する物　市民であることを証明する物（運
転免許証、健康保険証など）を券売所で提示
してください
名木つつじのガイド
　園内の見どころをガイドが案内します。
とき　４月11日㈭～５月６日㉁　午前９時～
午後３時　（所要時間約40分）
参加費　無料
つつじ手話ガイド
　園内の見どころを手話で案内します。ご希
望のかたは事前にお問い合わせください。
とき　４月14日㈰・20日㈯～23日㈫・27日㈯
～29日㈷　午前10時～、午後１時～（所要時
間約１時間）
参加費　無料　
注意事項
▶自転車での入園はできません
▶ペットと入園するかたは、ペット用カート
　やキャリーバッグなどをご利用ください
※身体障がい者補助犬は除く
※有料期間中はペット用カートを貸し出しま
　す（１回につき１台当たり３００円。ただし、
　台数に限りがあります）

※⑤⑥⑭は雨天中止
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組織機構改革
館林市役所

組織の効率化や行政能力の向上のため、一部組織機構を変更し、市民の皆さんのよりよい
生活の実現を目指します。▶問合せ　企画課政策推進係（内線 332）

ポイント
　係を統合することで、計画業務及

び開発指導業務に柔軟に対応できる

体制にします。

ポイント
　平成32年度の全国高等学校総合体

育大会（インターハイ）のレスリン

グ大会が本市で開催されることに伴

い、期限付で専門部署を新設します。

ポイント
　つつじが岡公園課の整備運営係及

びつつじ保護係並びに商業観光課の

観光振興係をつつじのまち観光課に

まとめ、観光業務を集約します。

　産業政策課から工業振興係を企業

誘致業務とともに商工課に移管します。

　産業政策課の企業誘致係は、主と

して団地造成を進めていくものとし、

名称を産業政策係に変更します。　

　農業振興課は土地改良係及び国土

調査係を統合します。

都市計画課について
課　名 係　名 変更点 課　名 係　名

都市計画課

計画係

都市計画課
計画指導係

開発指導係

都市再生推進係 都市再生推進係

スポーツ振興課について
課　名 係　名 変更点 課　名 係　名

スポーツ振興課

管理係

スポーツ振興課

管理係

振興係 振興係

インターハイ推進室

経済部について
課　名 係　名 変更点 課　名 係　名

産業政策課

企業誘致係

産業政策課

産業政策係

工業振興係 （商工課へ）

雇用推進係 雇用推進係

農業振興課

農業振興係

農業振興課

農業振興係

土地改良係
土地改良係

国土調査係

商業観光課

商業振興係

商工課

商業振興係

観光振興係 （つつじのまち
観光課へ）

工業振興係

つつじが岡
公園課

整備運営係
つつじのまち
観光課

観光振興係

つつじ保護係 つつじが岡
公園係
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対象　市内在住で原則全活動に参加できるかた
申込み　各申込日に、参加費を添えて各児童館へ（電話や一人で
複数人の申し込みは不可）
※申込時間は全て午前10時～10時30分
※申し込み多数の場合は原則抽選
※受付終了後、オリエンテーションを行います
※小学生教室参加者は「アドベンチャークラブ」の会員として登
　録されます
※後期募集は９月を予定しています
問合せ　各児童館

名称（前期） とき 対象 定員 内容 参加費 申込日

０歳児教室
バブバブクラブ  

５月～９月の金曜日　午前10時
30分～11時30分（全５回）

平成30年４月２日から同31年１月
31日までに生まれた乳児と保護者 15組 ふれあいあそび、ヨガ、

お祭りごっこなど 500円 ４月19日㈮

１歳児教室
トコトコクラブ

５月～９月の木曜日　午前10時
30分～11時30分（全５回）

平成29年４月２日から同30年４月
１日までに生まれた幼児と保護者 20組 ふれあいあそび、ヨガ、

お祭りごっこなど 500円 ４月18日㈭

２歳児教室
親子ふれあい教室

５月～10月の水曜日　午前10時
30分～11時30分（全５回）

平成28年４月２日から同29年４月
１日までに生まれた幼児と保護者 20組 ふれあいあそび、ヨガ、

お祭りごっこなど 500円 ４月17日㈬

わんぱくあそび隊 ５～９月の土曜日　午前10時～正午（全５回） 小学３～６年生 20人 レクリエーション、運
動遊び、工作、料理など 500円 ４月20日㈯

ホビィキッズ ５～９月の土曜日　午前10時～
正午（全５回） 小学生 15人 スイーツ作り、工作、

ふうりん作りなど 1,500円 ４月20日㈯

児童センター 　（大手町10 - 55　℡73 - 1522）

名称 とき 対象 定員 内容 参加費 申込日

０歳児教室
はいタッチさあ
くる（前期）

５～９月の金曜日　午前10時30
分～11時30分（全５回）

平成30年８月１日から同31年１月
31日までに生まれた乳児と保護者 15組

ベビーマッサージ、栄
養講話、読み聞かせ、
ふれあい遊びなど

500円 ４月19日㈮

１歳児教室
トコトコクラブ

５月～平成32年２月の木曜日　
午前10時30分～11時30分（全10回）

平成29年４月２日から同30年４月
１日までに生まれた幼児と保護者 20組 夏祭り、遠足ごっこ、

クリスマス会など 1,000円 ４月18日㈭

２歳児教室
親子ふれあい教室

５月～平成32年２月の水曜日　
午前10時30分～11時30分（全10回）

平成28年４月２日から同29年４月
１日までに生まれた幼児と保護者 20組 英語で遊ぼう、おやつ

作り、バス遠足など 1,000円 ４月17日㈬

なんでもチャレ
ンジ隊

５月～平成32年２月の日曜日　
午前10時～正午（全10回） 小学生 25人 体験学習、社会科見学、

レクリエーションなど 1,500円 ４月20日㈯

西児童館 　（富士原町1241 - 80　℡75 - 4311）

名称 とき 対象 定員 内容 参加費 申込日

０歳児教室
ぴよぴよクラブ
　（前期）

５月～９月の金曜日　午前10時
30分～11時30分（全５回）

平成30年４月２日から同31年１月
31日までに生まれた乳児と保護者 15組

ベビーダンス、読み聞
かせ、寝相アート、離
乳食試食会など

500円 ４月19日㈮

１歳児教室
トコトコクラブ

５月～平成32年１月の木曜日　
午前10時30分～11時30分（全10回）

平成29年４月２日から同30年４月
１日までに生まれた幼児と保護者 20組 野菜の収穫体験、夏ま

つり、クリスマス会など 1,000円 ４月18日㈭

２歳児教室
親子ふれあい教室

５月～平成32年２月の水曜日　
午前10時30分～11時30分（全15回）

平成28年４月２日から同29年４月
１日までに生まれた幼児と保護者 20組 野菜植えや収穫体験、

クッキング、遠足など 1,500円 ４月17日㈬

わくわくクラブ ５月～平成32年２月の土曜日　
午前10時～正午（全８回） 小学生 25人

（先着順）
バス遠足、スポーツレ
ク、工場見学など 1,000円 ４月20日㈯

赤羽児童館 　（赤生田町1964 - １　℡72 - 4155）
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将
来
、
医
師
と
し
て
公
立
館
林
厚
生

病
院
で
働
く
意
志
の
あ
る
医
学
生
に
、

医
師
育
成
修
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

貸
与
し
た
資
金
は
一
定
期
間
、
同
病
院

に
勤
務
す
る
こ
と
で
返
還
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

募
集
人
員
　
若
干
人

資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
医
科
大
学
又
は
医
科
大
学
院
で
医
学

　
履
修
課
程
の
医
学
生

②
医
科
大
学
で
医
学
履
修
課
程
を
修
了

　
し
、
医
師
国
家
資
格
を
取
得
し
よ
う

　
と
す
る
者

貸
与
期
間
　
①
は
１
年
以
上
６
年
以
内
、

②
は
１
年
以
内

貸
与
額
（
月
額
） 

　
15
万
円
　

審
査
　
書
類
審
査
・
面
接

申
込
み
　
申
請
書
（
同
病
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）、戸
籍
抄
本
、
在
学

証
明
書
又
は
医
師
免
許
の
写
し
を
、
郵

送
で
同
病
院
人
事
秘
書
課
（
〒
３
７
４

─

８
５
３
３
　
成
島
町
２
６
２‒

１
）
へ

問
合
せ
　
同
病
院
人
事
秘
書
課
（
℡
72

─

３
１
４
０
　http://w

w
w

.tatebay
ashikoseibyoin.jp/

）

※
詳
し
く
は

　
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ

　
さ
い

定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

①
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

対
象
　

■

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
同
32
年
３

　
月
31
日
ま
で
に
、
65
歳
、
70
歳
、
75

　
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
及

　
び
１
０
０
歳
に
な
る
か
た

※
今
年
度
は
１
０
０
歳
以
上
の
か
た
も

　
対
象
に
な
り
ま
す

　■

60
歳
か
ら
64
歳
で
、
心
臓
、
腎
臓
、

　
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日

　
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

　
程
度
の
障
が
い
や
、
ヒ
ト
免
疫
不
全

　
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
が

　
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い

　
が
あ
る
か
た

※
過
去
に
同
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け

　
た
か
た
は
対
象
外

接
種
費
用
　
２
０
０
０
円

実
施
方
法
　
市
及
び
邑
楽
郡
内
の
指
定

医
療
機
関
で
個
別
接
種 

※
指
定
医
療
機
関
以
外
を
希
望
す
る
場

　
合
は
、
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ

　
ー
内
　
℡
74

─

５
１
５
５
）
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

持
参
す
る
物
　
専
用
の
予
診
票
、
健
康

保
険
証

②
第
２
期
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

対
象
　
平
成
25
年
４
月
２
日
〜
同
26
年

４
月
１
日
生
ま
れ

③
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

予
防
接
種

対
象
　
平
成
19
年
４
月
２
日
〜
同
20
年

４
月
１
日
生
ま
れ

共
通
事
項
（
②
・
③
）

接
種
費
用
　
無
料 

実
施
方
法
　
市
及
び
邑
楽
郡
内
の
指
定

医
療
機
関
で
個
別
接
種 

※
指
定
医
療
機
関
以
外
を
希
望
す
る
場

　
合
は
、
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ

　
ー
内
　
℡
74

─

５
１
５
５
）
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

持
参
す
る
物
　
専
用
の
予
診
票
、
母
子

健
康
手
帳
、
健
康
保
険
証 

※
予
診
票
の
な
い
か
た
（
転
入
者
や
紛

　
失
し
た
か
た
）
は
、
母
子
健
康
手
帳
、

　
印
鑑
を
持
参
し
、
同
課
へ

予
防
接
種
費
の
助
成
に
つ
い
て

④
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

対
象
　
満
75
歳
以
上
で
、
同
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
初
め
て
の
か
た

助
成
金
額
　
１
０
０
０
円

⑤
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

対
象
・
助
成
金
額
（
１
回
に
つ
き
）

■
１
価
ワ
ク
チ
ン
２
回
接
種
　
生
後
６

　
週
〜
24
週
以
内
　
７
５
０
０
円

■
５
価
ワ
ク
チ
ン
３
回
接
種
　
生
後
　

　
６
週
〜
32
週
以
内
　
５
０
０
０
円

⑥
風
し
ん
予
防
接
種

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

■
妊
娠
を
予
定
若
し
く
は
希
望
す
る
女

　
性
、
又
は
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

■
妊
娠
中
の
女
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー

※
妊
娠
中
、
又
は
妊
娠
し
て
い
る
可
能

高
齢
者
・
子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
と
予
防
接
種
費
の
助
成

感
染
症
予
防
の
た
め
、
事
前
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

支　援

　
性
が
あ
る
か
た
は
対
象
外

助
成
金
額

■
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
　
３
０
０
０
円

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
　
５

　
０
０
０
円

共
通
事
項
（
④
・
⑤
・
⑥
）

対
象
期
間
　
平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
〜

同
32
年
３
月
31
日
㈫

持
参
す
る
物
　
予
防
接
種
の
領
収
書
　（
レ

シ
ー
ト
不
可
）、印
鑑
、
母
子
健
康
手
帳

　（
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
み
）、振

込
先
の
口
座
番
号
が
分
か
る
物

申
請
先
・
問
合
せ
　
同
32
年
３
月
31
日

㈫
ま
で
に
、
健
康
推
進
課
　（
同
セ
ン
タ

ー
内
　
℡
74-

５
１
５
５
）
へ

※
対
象
は
接
種
日
に
市
内
在
住
の
か
た

※
こ
の
予
防
接
種
は
任
意
で
あ
り
、
接

　
種
を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

医
師
育
成
修
学
資
金
を

貸
与
し
ま
す

お知らせ
内
容
　
茶
話
会
、脳
ト
レ
体
操
な
ど（
時

間
内
は
出
入
り
自
由
）

参
加
費
　
１
５
０

円
（
飲
み
物
代
）

申
込
み
　
当
日
会

場
へ

問
合
せ
　
高
齢
者

支
援
課
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
係
（
内

線
６
２
３
）

広報館林13

耐
震
診
断

対
象

　共
通
事
項
の
対
象
建
築
物
に
該

当
す
る
建
築
物

募
集
戸
数
　

50
戸
（
先
着
順
。
簡
易
診

断
に
よ
り
選
考
）

費
用
　
無
料
（
診
断
資
格
者
の
交
通
費

１
０
０
０
円
は
負
担
）

募
集
期
間
　
４
月
15
日
㈪
〜
11
月
29
日
㈮

耐
震
改
修
費
補
助

対
象
　
共
通
事
項
の
対
象
建
築
物
に
該

当
し
、
耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る

可
能
性
が
あ
る
又
は
高
い
」
と
診
断
さ

れ
た
建
築
物

対
象
と
な
る
耐
震
改
修
　
耐
震
診
断
で 

　「
倒
壊
し
な
い
又
は
一
応
倒
壊
し
な
い
」

と
な
る
よ
う
に
行
う
耐
震
改
修
工
事

募
集
戸
数
　
２
戸
（
先
着
順
）

補
助
の
内
容
　
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修

設
計
及
び
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
２
分

の
１
以
内
（
上
限
１
０
０
万
円
）

募
集
期
間
　
４
月
15
日
㈪
〜
10
月
31
日
㈭

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
設
置
補
助

対
象
　
共
通
事
項
の
対
象
建
築
物
に
該

当
し
、
耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る

可
能
性
が
あ
る
又
は
高
い
」
と
診
断
さ

れ
た
建
築
物

対
象
と
な
る
設
置
物

　寝
室
な
ど
の
空

間
（
原
則
１
階
）
に
設
置
し
、
地
震
の

際
に
生
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

募
集
件
数
　
４
件
（
先
着
順
）

補
助
の
内
容
　
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど

無
料
耐
震
診
断
や
改
修
費
補
助
制
度

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
づ
く
り
を
目
指
す

補　助

の
設
置
費
用
の
２
分
の
１
以
内
　（
上
限

30
万
円
）

募
集
期
間
　
４
月
15
日
㈪
〜
10
月
31
日
㈭

共
通
事
項

対
象
建
築
物
（
次
の
全
て
に
該
当
す
る

も
の
）

■

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し

　
た
一
戸
建
て
木
造
住
宅
、
又
は
木
造

　
併
用
住
宅
（
住
宅
部
分
の
床
面
積
が

　
２
分
の
１
以
上
）

■

平
屋
建
て
、
又
は
２
階
建
て

対
象
者
　
対
象
建
築
物
に
居
住
し
、
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た

申
込
み
・
問
合
せ
　
建
築
課
建
築
指
導

係
（
内
線
４
０
６
）
へ

※
耐
震
改
修
の
対
象
建
築
物
の
建
て
替

　
え
に
つ
い
て
は
、
建
築
確
認
・
中
間
・

　
完
了
検
査
な
ど
の
手
数
料
を
免
除
し

　
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い

ア
ゼ
リ
ア
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
始
め
ま
す

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
！

お知らせ
　
認
知
症
の
か
た
や
そ
の
家
族
、
介
護

者
、
地
域
住
民
の
か
た
が
ホ
ッ
と
過
ご

せ
る
カ
フ
ェ
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

集
い
、
交
流
で
き
る
場
で
す
の
で
、
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

と
き
　
毎
月
第
３
火
曜
日
　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

※
初
回
の
開
催
は
４
月
16
日
㈫

と
こ
ろ
　
ア
ゼ
リ
ア
モ
ー
ル
１
階
Ｔ
Ｕ

Ｌ
Ｌ
Ｙ′
Ｓ
Ｃ
О
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
前（
楠
町
）

婚
姻
届
受
付
の
特
設
窓
口
を
開
設

オ
リ
ジ
ナ
ル
台
紙
と
撮
影
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す

お知らせ
　
５
月
１
日
の
改
元
初
日
は
、
婚
姻
届

を
提
出
す
る
か
た
が
多
い
と
予
想
さ
れ

る
た
め
、
市
民
課
で
特
設
窓
口
を
開
設

し
、
記
念
撮
影
の
お
手
伝
い
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
台
紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

と
き
　
５
月
１
日
㈷
　
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
課

内
容
　
婚
姻
届
を
受
け
付
け
し
、
そ
の

控
え
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
台
紙
に
入
れ
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
届
出
人
の

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
で
撮
影
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
。

※
窓
口
開
設
時
間
外
は
宿
直
が
婚
姻
届

　
を
受
け
付
け
ま
す
が
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

　
サ
ー
ビ
ス
は
行
い
ま
せ
ん

持
参
す
る
物
　
婚
姻
届
、
免
許
証
な
ど

の
本
人
が
確
認
で
き
る
物
、
認
印
、
本

籍
が
市
外
の
届
出
人
は
戸
籍
謄
本

問
合
せ
　
市
民
課
交
付
申
請
係
（
内
線

６
６
０
）

※
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
抄
本
な
ど

　
の
各
種
証
明
書
発
行
や
住
所
変
更
な

　
ど
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん

●代表☎0276 - 72 - 4111
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市役所からのお知らせ

自
動
販
売
機
設
置
業
者
を
募
集
し
ま
す

城
沼
公
民
館
に
設
置
す
る

募　集
入
札
日
時
　
５
月
８
日
㈬
　
午
前
10
時

入
札
場
所
　
市
役
所
研
修
室

貸
付
場
所
・
台
数
　
城
沼
公
民
館
　
１
台

貸
付
期
間
　
６
月
１
日

㈯
か
ら
３
年
間

対
象
　
自
動
販
売
機
の

運
営
実
績
が
１
年
以
上

あ
り
、
以
下
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
か
た

■
県
内
に
本
店
、
支
店
又
は
営
業
所
を

　
有
す
る
法
人

■
市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
事
業
者

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
、
又
は
設
置
に

　
係
る
仕
様
書
（
い
ず
れ
も
財
政
課
及

　
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

申
込
み
　
４
月
８
日
㈪
か
ら
22
日
㈪
ま

で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、
申
請

書
　（
財
政
課
管
財
係
、
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
を
財
政
課
管
財

係
へ

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
の
時
間
と
、

　
土
・
日
曜
日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

問
合
せ
　
同
管
財
係
（
内
線
３
１
３
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
金

対
象（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
）

①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る

②
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
同
32
年
３

　
月
31
日
ま
で
に
市
内
物
件
を
個
人
住

　
宅
に
取
得
し
、
か
つ
市
内
に
転
入
し

　
住
民
登
録
を
す
る

※
い
ず
れ
も
過
去
に
同
助
成
金
を
利
用

　
し
た
こ
と
が
な
く
、
市
税
な
ど
の
滞

　
納
が
な
い
か
た

対
象
と
な
る
建
物

■
建
築
後
５
年
以
上
経
過
し
て
い
る
市

　
内
の
個
人
住
宅

■
過
去
に
同
助
成
金
を
利
用
し
た
リ
フ

　
ォ
ー
ム
工
事
を
し
て
い
な
い
住
宅

※
対
象
者
本
人
が
居
住
す
る
住
宅
が
対
象

※
店
舗
、
車
庫
、
物
置
な
ど
は
対
象
外

対
象
と
な
る
工
事

■
市
内
に
本
店
が
あ
る
業
者
に
よ
る
20

　
万
円
以
上
（
税
込
）
の
未
着
工
の
工
事

■
内
外
装
改
修
、
増
改
築
な
ど
の
リ
フ

　
ォ
ー
ム
工
事

■
同
32
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了
報
告

　
で
き
る
工
事

※
対
象
と
な
ら
な
い
工
事
が
あ
り
ま
す

※
着
工
済
み
、
追
加
工
事
は
対
象
と
な

　
り
ま
せ
ん

補
助
額
　

①
は
工
事
費
の
10
分
の
１（
上
限
３
万
円
）

②
は
工
事
費
の
３
分
の
１（
上
限
30
万
円
）

多
世
代
同
居
支
援
助
成
金

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
金
の
交

付
決
定
を
受
け
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

す
る
か
た
で
、
同
居
す
る
世
帯
の
各
人

が
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
資
金
助
成
金
に
上
乗
せ
し
て
一

律
15
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
）

■
同
32
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
居
す
る

■
同
居
す
る
全
員
が
過
去
に
住
宅
リ
フ

　
ォ
ー
ム
資
金
助
成
金
及
び
多
世
代
同

　
居
支
援
助
成
金
を
利
用
し
た
こ
と
が

　
な
い

■
同
居
す
る
全
員
が
市
税
な
ど
を
滞
納

　
し
て
い
な
い

共
通
事
項

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
終
了

※
必
ず
着
工
前
に
相
談
・
申
請
を
し
て

　
く
だ
さ
い

※
館
林
市
金
券
で
交
付

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ
　
商
工
課
工
業
振
興

係
（
内
線
２
０
４
）
へ

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
多
世
代
同
居
に
助
成

リ
フ
ォ
ー
ム
や
多
世
代
同
居
を
助
成
し
ま
す

助　成

第
三
者
行
為
傷
病
届
の
ご
案
内

届
け
出
を
す
れ
ば
国
保
で
の
受
診
が
可
能

お知らせ
　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か

た
は
、
交
通
事
故
、
け
ん
か
、
犬
に
か

ま
れ
た
な
ど
、
第
三
者
行
為
に
よ
り
負

傷
し
た
場
合
、
市
役
所
へ
届
け
出
を
す

れ
ば
国
保
で
治
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
医
療
費
は
原
則
と
し
て
加

害
者
（
事
故
な
ど
の
相
手
方
）
が
そ
の

過
失
割
合
に
応
じ
て
負
担
す
べ
き
も
の

な
の
で
、
国
保
で
治
療
を
受
け
た
場
合
、

国
保
が
医
療
費
を
一
時
的
に
立
て
替
え
、

そ
の
後
加
害
者
側
へ
請
求
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
必
ず
市
役
所
へ
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
　
①
第
三
者
行
為
傷
病
届
、

②
事
故
発
生
状
況
報
告
書
、
③
念
書
、

④
誓
約
書
（
加
害
者
が
記
入
）、⑤
交
通

事
故
証
明
書
（
写
し
を
提
出
す
る
場
合

は
損
害
保
険
会
社
の
原
本
証
明
が
必
要
）

※
①
〜
④
の
書
類
は
保
険
年
金
課
国
保

　
係
に
あ
り
ま
す

持
参
す
る
物
　
保
険
証
、
印
鑑

注
意
事
項

　示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
う

と
、
国
保
か
ら
加
害
者
側
へ
医
療
費
の

請
求
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
市
役
所
へ
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い

提
出
先
・
問
合
せ
　
同
国
保
係
（
内
線

６
２
５
）
へ

広報館林15

生ごみを有効利用し
ごみ減量を進めましょう

Vol.65

合
併
処
理
浄
化
槽
の
清
掃
補
助

　
居
住
す
る
専
用
及
び
併
用
住
宅
で
の

清
掃
費
を
、
初
回
に
限
り
補
助
し
ま
す
。

補
助
額

■
５
人
槽
　
１
万
円

■
７
人
槽
　
１
万
２
０
０
０
円

■
10
人
槽
　
１
万
４
０
０
０
円

申
込
み
　
平
成
32
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

に
、
地
球
環
境
課
環
境
保
全
係
へ

※
申
請
は
当
該
年
度
の
清
掃
に
限
り
ま

　
す
。
ま
た
、
旧
制
度
中
に
申
請
し
た

　
か
た
に
は
、
同
34
年
３
月
末
ま
で
経

　
過
措
置
が
あ
り
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
補
助

補
助
額

■
５
人
槽
　
23
万
円

■
７
人
槽
　
28
万
円

■
10
人
槽
　
33
万
円

※
県
が
交
付
す
る「
浄
化
槽
エ
コ
補
助
金
」

　
10
万
円
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す

※
自
ら
が
居
住
す
る
専
用
住
宅
以
外
の

　
用
途
で
の
設
置
及
び
新
築
な
ど
建
築

　
確
認
を
伴
う
設
置
は
補
助
の
対
象
外

※
原
則
、
既
存
単
独
浄
化
槽
、
汲く

み
取

　
り
槽
は
撤
去
す
る
こ
と

※
環
境
配
慮
型
の
浄
化
槽
を
設
置
す
る

　
こ
と

※
世
帯
全
員
に
市
税
な
ど
の
未
納
が
な

　
い
こ
と

※
必
ず
着
工
前
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

申
込
み
　
平
成
32
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

に
、
同
環
境
保
全
係
へ

共
通
事
項

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
終
了

※
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
区
域
な
ど

　
は
補
助
対
象
外
。
詳
し
く
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
同
環
境
保
全
係（
内
線
４
５
２
）

合
併
処
理
浄
化
槽
の
清
掃
や
転
換
を
補
助

ト
イ
レ
の
排
水
と
台
所
な
ど
の
雑
排
水
を
併
せ
て
処
理
で
き
る

補　助

　家庭のごみの中で多く出る生
ごみ。生ごみは土に還し、堆肥
としてリサイクルすることがで
きます。生ごみを堆肥化するた
めの器具にコンポスト容器とい
うものがあります。容器のしか
けや薬剤に頼らず、土の中にい
る微生物などの「発酵・分解」
の働きで堆肥化することができ
るものです。市では、コンポス
ト容器などを購入されたかたに
補助金を交付しています。地球
にやさしい生ごみのリサイクル
を始めてみませんか。

平
成
30
年
度
環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞

■
守
ろ
う
よ
　
沼
と
つ
つ
じ
の
　
花
景
色
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
蓑み

の

音お
と

羽は

さ
ん
（
第
四
中
学
校
）

■
あ
つ
め
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
小
さ
な
意
識
　

　
　
　
　
　
中な

か

島じ
ま

愛ま
な

視み

さ
ん
（
多
々
良
中
学
校
）

募
集
職
種
　
①
事
務
員
（
一
般
・
地
方

創
生
枠
・
ス
ポ
ー
ツ
枠
）、②
技
術
員（
土

木
・
建
築
・
電
気
）、③
保
育
士

募
集
人
員
　
若
干
人

受
験
資
格
　
日
本
国
籍
を
持
ち
、
平
成

31
年
４
月
１
日
現
在
、
民
間
企
業
な
ど

で
実
務
経
験
が
５
年
以
上
あ
る
か
た
で
、

①
・
②
は
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か

た
、
③
は
昭
和
45
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
保

育
士
資
格
が
あ
る
か
た

募
集
期
間
　
４
月
12
日
㈮
ま
で

※
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。

　
土
・
日
曜
日
を
除
く

※
郵
送
の
場
合
は
郵
便
書
留
と
し
、
４

　
月
15
日
㈪
必
着

第
１
次
試
験
　
書
類
選
考

第
２
次
試
験
　 10

月
１
日
採
用
予
定
の
市
職
員
を
募
集

あ
な
た
の
経
験
・
能
力
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

採　用

■
筆
記
試
験
・
面
接
（
集
団
）
試
験
　

　
４
月
28
日
㈰

※
第
３
次
試
験
（
第
２
次
試
験
合
格
者

　
の
み
）
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す

試
験
会
場
　
市
役
所
（
予
定
）

提
出
書
類
　
申
込
書
（
人
事
課
人
事
係

で
配
布
）、職
務
履
歴
書
、
ア
ピ
ー
ル
シ

ー
ト
、
返
信
用
定
形
封
筒
（
82
円
切
手

を
貼
付
し
た
も
の
）

提
出
先
　
同
人
事
係
（
〒
３
７
４-

８

５
０
１
　
市
役
所
内
）
へ

問
合
せ
　
電
話
、
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同

人
事
係
（
内
線
３
２
１
　
　jinji@

ci
ty.tatebayashi.gunm

a.jp

）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
に
も
掲
載
し
て
い

　
ま
す

●代表☎0276 - 72 - 4111
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情報アラカルト Information 
a la carte

募
集
期
間
　
５
月
10
日
㈮
　
午
後

５
時
ま
で

対
象
　
市
内
の
中
小
企
業
者

内
容
　
中
小
企
業
者
が
行
う
「
も

の
づ
く
り
」
に
係
る
新
技
術
・
新

製
品
の
開
発
の
た
め
に
必
要
な
経

費
（
原
材
料
費
、
機
械
装
置
の
購

入
費
、
外
注
加
工
費
な
ど
）
を
補

助
し
ま
す

※
書
面
審
査
・
現
地
調
査
に
よ
り

　
採
択
・
不
採
択
を
決
定
し
ま
す

補
助
額
　
補
助
の
対
象
と
な
る
経

費
か
ら
企
業
負
担
額
20
万
円
を
差

し
引
い
た
額
（
上
限
80
万
円
）　

※
企
業
負
担
額
は
、
必
ず
20
万
円

　
以
上
に
な
り
ま
す

申
請
先
・
問
合
せ
　
申
請
書
（
県

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
を
商
工
課
工
業
振
興
係
（
内

線
２
０
４
）
へ

※
申
請
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

　
中
小
事
業
者
が
自
社
製
品
の
販

路
拡
大
を
図
る
た
め
に
出
展
す
る
、

各
種
展
示
会
の
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

■
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

　
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
が
実
施

　
す
る
も
の

■
群
馬
県
立
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
が
実
施
す
る
も
の

■
群
馬
県
立
産
業
技
術
専
門
校
が

　
実
施
す
る
も
の 

※
た
だ
し
、
他
機
関
の
補
助
を
受

　
け
て
い
な
い
も
の
に
限
る

助
成
額
　
受
講
料
（
宿
泊
、
食
事

又
は
交
通
費
な
ど
の
実
質
受
講
料

以
外
の
経
費
は
除
く
）
の
２
分
の

１
。
た
だ
し
、
助
成
限
度
額
は
一

企
業
年
度
あ
た
り
３
万
円

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付

　
終
了

申
請
先
・
問
合
せ
　
申
請
書
（
商

工
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
を
同
工
業
振
興
係 

（
内

線
２
０
４
）
へ

●
市
民
献
血

４
月
18
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分
、
午
後
１
時
〜
４
時
　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
　
社
会
福
祉
課
社
会
係
（
内
線
６
３
０
）

対
象
　
市
税
の
未
納
が
な
い
、
製

造
業
（
製
造
業
へ
進
出
し
よ
う
と

す
る
か
た
を
含
む
）
を
営
む
市
内

の
中
小
企
業
者

助
成
額
　
助
成
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
（
上
限
15
万
円
）

※
事
業
実
施
の
10
日
前
ま
で
に
申

　
請
を
し
て
く
だ
さ
い

※
過
去
に
同
助
成
金
を
受
け
て
い

　
る
企
業
の
限
度
額
は
10
万
円

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付

　
終
了

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

申
請
先
・
問
合
せ
　
申
請
書
（
商

工
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
を
同
工
業
振
興
係
（
内

線
２
０
４
）
へ

　
市
内
の
中
小
企
業
者
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ

の
認
証
を
新
た
に
取
得
す
る
際
の

経
費
の
一
部
に
奨
励
金
を
交
付
し

ま
す
。

対
象
　
市
内
で
１
年
以
上
事
業
を

営
む
中
小
企
業
者

対
象
事
業
　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ

リ
ー
ズ
及
び
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０

シ
リ
ー
ズ
認
証
取
得
事
業

※
奨
励
金
の
交
付
は
、
各
事
業
１

　
回
ず
つ

対
象
経
費
　
審
査
登
録
機
関
に
支

払
う
審
査
登
録
経
費

助
成
額
　
限
度
額
10
万
円

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付

　
終
了

申
請
先
・
問
合
せ
　
申
請
書
（
商

工
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
を
同
工
業
振
興
係 

（
内

線
２
０
４
）
へ

　
経
営
者
ま
た
は
従
業
員
を
研
修

に
派
遣
し
た
中
小
企
業
者
に
対
し

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業
者

対
象
事
業
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
研
修

■
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

　
整
備
機
構
が
実
施
す
る
も
の

各
種
制
度

市民活動推進事業補助金
申請団体募集

　ＮＰＯ法人やボランティア団体など
の市民活動団体が、地域づくりやまち
づくりのために行う事業に対し、補助
金を交付します。
対象　地域課題の解決及びまちづくり
のために自主的かつ自発的に行う公益
的な事業
補助額　補助対象経費の２分の１　（上
限20万円）
申込み・問合せ　市民協働課市民協働
係 （内線6 8 6）へ
※４月26日㈮までに申請があった事業
　を審査し、交付・不交付を決定しま
　す。５月以降に申請があった事業は、
　先着順に審査を行います

Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得

支
援
事
業
奨
励
金

ぐ
ん
ま
新
技
術
・
新
製
品

開
発
推
進
補
助
金

中
小
企
業
者
を
支
援

人
材
養
成
事
業
助
成
金

展
示
会
活
用
支
援
助
成
金
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒 374 － 0053　 群 馬 県 館 林 市 赤 土 町 810 － １
☎ 0276 － 73 － 5011　Fax0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/

開業・決算・確定申告などの税金に関することなら

関東信越税理士会所属

あ な た は 大 丈 夫 ？ 　 相 続 税 の こ と 考 え て ま す か ？
悩 む 前 に ご 相 談 を ！（ 無 料 相 談 受 付 中 　 土・日・　 可 ）

E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp
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対
象
　
市
内
で
製
造
業
を
営
む
中

小
企
業
者
（
今
後
、
製
造
業
を
営

も
う
と
す
る
か
た
を
含
む
）

対
象
と
な
る
連
携
機
関
　
県
内
外

の
大
学
や
高
校
、
国
立
研
究
法
人
、

試
験
研
究
を
行
う
地
方
独
立
行
政

法
人
、
地
方
自
治
体
が
設
置
し
た

公
設
試
験
研
究
機
関
な
ど

対
象
経
費
　
産
学
官
連
携
に
よ
る

新
製
品
開
発
に
係
る
必
要
経
費
で
、

次
に
該
当
す
る
も
の

①
連
携
機
関
へ
支
払
う
必
要
経
費

■
参
加
費
、
相
談
料
な
ど
（
連
携

　
に
至
っ
た
場
合
に
限
る
）

■
共
同
研
究
な
ど
の
経
費

■
研
究
者
な
ど
の
指
導
、
派
遣
な

　
ど
の
経
費
（
人
件
費
、
指
導
費
、

　
報
酬
、
謝
礼
金
な
ど
）

■
試
験
費
・
検
査
費
・
調
査
費
な
ど

②
そ
の
他
必
要
経
費
　
原
材
料
費
、

　
機
械
装
置
購
入
費
、
外
注
費
、

　
業
務
委
託
費
、
広
告
宣
伝
費
な
ど

※
助
成
対
象
額
の
上
限
は
、
人
件

　
費
は
30
万
円
、
機
械
装
置
購
入

　
費
は
20
万
円

※
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
が
あ
り

　
ま
す

助
成
額
　
対
象
活
動
に
要
す
る
費

用
の
２
分
の
１
（
上
限
50
万
円
）

申
請
先
・
問
合
せ
　
申
請
書
（
商

工
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
を
同
工
業
振
興
係
（
内

線
２
０
４
）
へ

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付

　
終
了

※
申
請
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ 

　
さ
い

　

ツ
ツ
ジ
、
花
ハ
ス
な
ど
本
市
に

関
係
す
る
地
域
産
業
資
源
を
生
か

し
た
「
た
て
ば
や
し
ブ
ラ
ン
ド
」

の
商
品
化
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を

有
す
る
か
た

対
象
事
業
　
新
た
な
商
品
開
発
、

既
存
商
品
の
改
良
・
商
品
化
、
新

た
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
作

対
象
経
費
　
原
材
料
費
、
検
査
及

び
分
析
費
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
費
、

外
注
加
工
費
、機
械
装
置
費
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
制
作
費
な
ど

補
助
金
額
　
対
象
経
費
の
２
分
の

１
（
上
限
50
万
円
。
た
だ
し
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
製
作
費
は
上
限
25
万
円
）

申
請
先
・
問
合
せ
　
申
請
書
（
商

工
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
を
同
工
業
振
興
係
（
内

線
２
０
４
）
へ

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付

　
終
了

※
申
請
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

　

大
人
の
食
事
か
ら
お
子
さ
ん
の

食
事
を
取
り
分
け
て
離
乳
食
を
作

り
ま
す
。

と
き
　
５
月
21
日
㈫
　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
生
後
５
か
月
〜
１
歳
６
か

月
未
満
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定
員
　

20
組
（
希
望
者
多
数
の
場

合
は
初
め
て
の
か
た
優
先
）

内
容
　
豆
腐
を
使
っ
た
簡
単
な
離

乳
食
の
調
理
実
習
と
試
食
・
交
流
会

参
加
費
　
３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
す
る
物
　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子
守
り
帯
、

子
ど
も
用
の
飲
み
物
・
ス
プ
ー
ン

申
込
み
・
問
合
せ
　
４
月
11
日
㈭

か
ら
、
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　（
同
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５
１

５
５
）
へ

※
調
理
中
は
母
子
保
健
推
進
員
に

　
よ
る
託
児
が
あ
り
ま
す

●
広
報
館
林
５
月
1
日
号
の
発
行
に
つ
い
て

広
報
館
林
５
月
１
日
号
は
、
大
型
連
休
の
た
め
４
月
26
日
㈮
に
発
行
し
ま
す
。
　
秘
書
課
広
聴
広
報
係
（
内
線
３
４
２
）

講
座

教
室

 

・

保
健

福
祉

 

・

パソコン教室
ワード講座

とき　５月７日㈫～28日㈫の火・金曜日
午後７時～９時（全７回）
ところ　渡瀬公民館
定員　20人（申し込み多
数の場合は市内在住・在
勤のかたを優先）
内容　文書作成、文書の
見栄え編集、ハガキ・案
内状作成など
参加費　2 , 5 0 0円（教材費など）
申込み　４月16日㈫の午後６時～７時に、
同館へ
問合せ　勝

かつ

目
め

弘
ひろ

教
のり

さん（生涯学習館林市
民の会　℡080-1345-4878）、又は市生涯
学習課生涯学習係（内線2 2 4）

産
学
官
研
究
サ
ポ
ー
ト

助
成
金

た
て
ば
や
し
ブ
ラ
ン
ド

商
品
化
支
援
補
助
金

ＪＡアシストホール館林

館林市赤生田町759 - 5　　　℡76 - 2929
　　◇ 搬送…24時間対応（年中無休）◇

 ・搬送から葬儀施行
 ・法事、仏壇・墓石等
 ・相続等、諸手続きのサポート

大切な人とのお別れのお手伝い

　事前相談も
お気軽にどうぞ

５
月
の
離
乳
食
教
室
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午
前
中
の
２
時
間
程
度

活
動
場
所
　
郷
谷
・
六
郷
・
三
野

谷
・
渡
瀬
・
分
福
公
民
館

※
活
動
日
・
場
所
な
ど
は
、
登
録

　
後
に
相
談
し
決
定
し
ま
す

内
容
　
乳
幼
児
や
そ
の
父
母
と
い

っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
、
子
育
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
相
談
を
受
け
た
り

し
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
　
応
募
用
紙（
生

涯
学
習
課
及
び
各
公
民
館
に
あ
り

ま
す
）
を
同
生
涯
学
習
係
（
内
線

２
２
７
）
へ

と
き
　
８
月
２
日
㈮
〜
９
日
㈮

と
こ
ろ
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ク

イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
コ
ー
ス
ト
市
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー

※
保
護
者
の
見
学
も
で
き
ま
す

内
容
　
童
話
や
怪
談
話
を
使
っ
て
、

朗
読
・
音
読
の
基
礎
を
学
び
ま
す

講
師
　
針は

り

谷が
や

範の
り

子こ

さ
ん
（
朗
読
指

導
者
）

申
込
み
　
４
月
10
日
㈬
の
午
前
９

時
か
ら
、
図
書
館
（
℡
74

─

２
３

４
６
）
へ

お
庭
で
お
は
な
し
〜
ぽ
ん
ち
ゃ
ん

と
お
話
を
き
こ
う
！
〜

と
き
　
４
月
27
日
㈯
　
午
後
２
時

〜
２
時
45
分

内
容
　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
　「
に
じ
の
会
」
に
よ
る
絵
本
や

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
。
ぽ
ん
ち

ゃ
ん
も
参
加
し
ま
す

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

共
通
事
項

と
こ
ろ
　
同
館

参
加
費
　
無
料

問
合
せ
　
同
館

　
市
内
の
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
す
く

す
く
サ
ポ
ー
ト
隊
」
の
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
若
干
人

応
募
資
格
　
子
育
て
中
、
又
は
子

育
て
経
験
が
あ
る
か
た

活
動
日
・
時
間
　
月
１
・
２
回
　

と
き
　
４
月
21
日
㈰
〜
７
月
28
日

㈰
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　（
全
６
回
）

と
こ
ろ
　
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル
他

内
容
　
ド
ー
ム
菊
や
ス
プ
レ
ー
菊

を
中
心
に
、
菊
の
栽
培
と
管
理
方

法
を
学
び
ま
す

講
師
　
飯い

い

塚づ
か

三み

千ち

男お

さ
ん
（
館
林

秋し
ゅ
う

晃こ
う

会
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
文
化
振
興
課

芸
術
文
化
係
（
文
化
会
館
内
　
℡

74

─

４
１
１
１
）
へ

　
４
月
23
日
㈫
の
「
子
ど
も
読
書

の
日
」
及
び
４
月
23
日
㈫
か
ら
５

月
12
日
㈰
ま
で
の
「
こ
ど
も
の
読

書
週
間
」
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
本

に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

今
日
か
ら
「
音
読
」
が
ス
キ
に
な

る
！
魔
法
の
読
み
方
教
え
ま
す

と
き
　
４
月
27
日
㈯
　
午
前
10
時

30
分
〜
正
午

対
象
　
小
学
２
〜
６
年
生

定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

ス
ト
市

対
象
　
保
護
者
及
び
生
徒
が
市
内

在
住
の
中
学
２
年
生

定
員
　
26
人

内
容
　
姉
妹
都
市
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
や
学
校
の
授
業
参
加
、
ゴ
ー

ル
ド
コ
ー
ス
ト
市
な
ど
の
見
学

提
出
書
類
　
海
外
派
遣
事
業
申
込

書
、
誓
約
書

※
募
集
要
項
、
申
込
書
、
誓
約
書

　
は
、
４
月
８
日
㈪
よ
り
、
各
中

　
学
校
及
び
市
民
協
働
課
で
配
布

　
し
ま
す

申
込
み
　
４
月
19
日
㈮
ま
で
に
、

提
出
書
類
を
所
属
中
学
校
へ

問
合
せ
　
同
市
民
協
働
係
（
内
線

６
８
６
）

※
参
加
費
用
の
２
分
の
１
を
市
が

　
助
成
し
ま
す
。
金
額
な
ど
、
詳

　
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い

中
学
生
海
外
派
遣
団
員
を

募
集
し
ま
す

す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
隊
の

メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か

募
集

つつじまつり 500人
ラジオ体操会

とき　４月20日㈯　午前６時～７時
ところ　つつじが岡公
園大芝生広場
内容　館林ラジオ体操
連盟会員がラジオ体操
第一・第二、みんなの
体操などを指導します
参加費　無料
持参する物　飲み物、タオル
※運動できる服装でお越しください
申込み　当日会場へ
問合せ　荒

あら

嶽
たけ

剛
たけし

さん（同連盟事務局
長　℡73 - 7624）、又は市スポーツ振
興課振興係（城沼総合体育館内　℡
74 - 2611）

講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・

子
ど
も
読
書
の
日

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

初
心
者
向
け
菊
作
り
講
習
会

催
し
物
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ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
研
究
グ

ル
ー
プ
「
ロ
マ
ン
ロ
ー
ド
」
が
作

成
し
た
、
歴
史
的
な
建
物
や
街
並

み
を
紹
介
す
る
「
ま
ち
な
か
散
策

ガ
イ
ド
」
を
い
っ
し
ょ
に
配
布
し

ま
せ
ん
か
。

と
き
　
４
月
21
日
㈰
・
29
日
㈷

午
前
９
時
～
11
時

と
こ
ろ
　
館
林
駅
東
西
連
絡
通
路

東
口

申
込
み
・
問
合
せ
　
市
民
協
働
課

市
民
協
働
係
（
内
線
６
８
６
）

受
験
資
格

　次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
か
た

▪
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
た
か
た

▪
大
学
を
卒
業（
見
込
み
を
含
む
）

　
し
、
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降

　
に
生
ま
れ
た
か
た

試
験
日
　

▪
第
一
次
試
験
　
６
月
９
日
㈰

▪
第
二
次
試
験
　
７
月
11
日
㈭
～

　
19
日
㈮
の
い
ず
れ
か

※
第
二
次
試
験
の
日
程
は
第
一
次

　
試
験
合
格
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

申
込
み
　
４
月
10
日
㈬
ま
で
に
、

国
家
公
務
員
採
用
試
験
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w

.jinji-shiken.
go.jp/juken.htm

l

）
へ

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

問
合
せ

　人
事
院
人
材
局
試
験
課

　（
℡
03

─
３
５
８
１

─

５
３
１
１
）

と
き
　
６
月
９
日
㈰
　
午
前
８
時

30
分
開
会

と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　

18
歳
以
上
の
か
た

種
目
・
参
加
費
（
保
険
料
な
ど
）

▪
個
人
（
１
種
目
）
　
７
０
０
円

▪
リ
レ
ー
（
１
チ
ー
ム
）
　
１
６

　
０
０
円

申
込
み
　
４
月
18

日
㈭
か
ら
５
月
８

日
㈬
ま
で
に
、
申

込
書
を
森も

り
し
ん慎

太た

郎ろ
う

さ
ん
（
市
水
泳
協

会
　
℡
75

─

９
４

１
０
）
へ

問
合
せ
　
相あ

い
か
わ川

敏と
し

雄お

さ
ん
（
同
協

会
　
℡
73

─

５
３
９
８
）、又
は
市

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係
（
城
沼

総
合
体
育
館
内
　
℡
74

─

２
６
１
１
）

※
大
会
要
項
、
申
込
書
は
同
館
、

　
同
セ
ン
タ
ー
及
び
市
水
泳
協
会

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

　1.odn.ne.jp/aikaw
a/suikyo

　u/suikyou.htm

） 

に
あ
り
ま
す

と
き
　
４
月
24
日
㈬
　
午
後
３
時

と
こ
ろ

　文
化
会
館
１
号
室
　

定
員
　

15
人
（
先
着
順
）

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

※
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事

　
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
教
育
総
務
課
総
括
係（
内

線
２
１
８
）

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
３
月

31
日
㈰
を
も
っ
て
閉
館
し
ま
し
た
。

同
ホ
ー
ム
で
行
っ
て
い
た
各
種
相

談
や
セ
ミ
ナ
ー
事
業
は
、
市
産
業

政
策
課
で
引
き
続

き
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

問
合
せ
　
同
雇
用

推
進
係
（
内
線
２

０
６
）

　
　
広
報
館
林
３
月
１
日
号
14

　
ペ
ー
ジ
「
三
の
丸
芸
術
ホ
ー

　
ル
催
し
物
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」

　
の
４
月
６
日
㈯
「
栗
原
順
子

　
ピ
ア
ノ
教
室
発
表
会
」
は
、

　
　「
高た

か

野の

美み

千ち

代よ

リ
ト
ル
コ
ン

　
サ
ー
ト
」
の
誤
り
で
す
。
お

　
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　問
合
せ
　
文
化
振
興
課
芸
術

　
文
化
係
（
文
化
会
館
内
　
℡

　
74

─

４
１
１
１
）　

子
ど
も
の
人
権
特
設

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

ま
ち
な
か
散
策
ガ
イ
ド
を

い
っ
し
ょ
に
配
り
ま
せ
ん
か

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

閉
館
の
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

防災用資機材を
宝くじの助成金で整備

　（一財）自治総
合センターで宝く
じの社会貢献広報
事業として行われ
ているコミュニ
ティ助成事業によ
り、三野谷防災会
が資機材を保管す
る防災倉庫や発電
機、投光器などの
整備を３か所に行
いました。
問合せ　安全安心
課危機管理係（内
線3 2 8）

館
林
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
大
会

教
育
委
員
会
定
例
会

国
税
専
門
官
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
お
わ
び
と
訂
正



市民の皆さんの活動や
イベントを紹介する
コーナーです

市 民 の
ひ ろ ば
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少
し
で
も
忙
し
い
マ
マ
た
ち
の

役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
、
始
め

ま
し
た
。
今
ま
で
に
20
組
く
ら

い
の
親
子
に
関
わ
っ
て
き
た
そ

う
。
接
す
る
際
に
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
は
「
あ
く
ま
で
も
マ

マ
の
サ
ポ
ー
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
に

子
育
て
へ
の
思
い
が
あ
る
の
で
、

自
分
の
考
え
だ
け
で
子
ど
も
た

ち
に
接
し
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」
と
小
暮
さ
ん
。

　「
マ
マ
た
ち
は
ほ
ん
と
に
忙

し
い
ん
で
す
。
私
た
ち
が
お
手

伝
い
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
ほ

っ
と
す
る
時
間
を
作
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
小
暮
さ
ん
は
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
い
ろ
ん
な
子
ど
も
が
い
る

け
れ
ど
、
な
つ
い
て
く
れ
る
と

う
れ
し
い
し
、
面
倒
を
み
て
い

る
と
い
う
よ
り
、
ち
っ
ち
ゃ
な

お
友
達
と
接
し
て
い
る
よ
う
で

自
分
も
楽
し
い
ん
で
す
」
と
話

す
の
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト·

セ
ン
タ
ー
（
フ
ァ
ミ
サ

ポ
）
で
活
動
し
て
い
る
小
暮
さ

つ
き
さ
ん
で
す
。

　フ
ァ
ミ
サ
ポ
と
は
、
子
育
て

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
た
い
か
た

と
受
け
た
い
か
た
が
会
員
登
録

し
、
地
域
の
中
で
子
育
て
を
支

え
合
う
会
員
組
織
で
す
。
小
暮

さ
ん
は
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
。
子

ど
も
好
き
で
ま
だ
ま
だ
元
気
、

少しでもほっとする時間を作ってほしい

（下三林町）
小
こ

暮
ぐれ

さつきさん

profile
昭和27年５月、神奈川県相模原市に生ま
れる。ファミサポの活動のほか、子育て
にかかわるボランティアにも参加。子ど
もと接するのが大好き。洋菓子作りが趣
味でよく作るのはチーズケーキ。ウオー
キングのお供は、米

よね

津
づ

玄
けん

師
し

の音楽。

楽
し
み
な
が
ら

　子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

サポートする側の研修は定期的に行われる。３月には
交通安全講習会が行われた（写真左）。会員全体の交流
のため年１回開かれるお楽しみ会（写真右）

フォトキャンバス

　ＦＣＩ北関東インターナショナルドッグショーが、３
月17日、館林城ゆめひろばで開催されました。全国から
愛犬家たちが集まり、936頭の犬が、総合的に犬種ごと
の理想にどれだけ近いかを競い、観客は、犬の凛とした
姿に拍手と歓声を送りました。

犬種本来の美しさを評価する
美しく育てられた犬を披露

21 広報館林

正確な通報と素早い消火技術を競う
火災が起きても慌てずに

　第31回事業所対抗通報消火競技大会が、３月６日、
館林城ゆめひろばで開催されました。防災意識の高
揚と消火技術の向上を目指して行われた本大会に、
邑楽館林地区の事業所から49チームが参加。1 1 9番
通報の正確さと、消火器を用いた初期消火の動作や
タイムを競い合いました。

災害発生時の迅速な対応を実践
安心してガスを使い続けられる環境をつくる

　平成30年度群馬県簡易ガス事業防災訓練が、３月13日、
リバーサイド大島団地で行われました。大規模地震が発
生し、ガス漏えい、供給停止の恐れがあるという想定で
行われたこの訓練では、応援部隊が特定製造所点検班、
配管復旧班などに分かれ、緊急時の行動を確認しました。

私たちが日本で感じたこと
それぞれの思いを堂々と発表

　外国人日本語発表会が、３月10日、西公民館で行われ、
ミャンマーや中国、ペルーなど外国出身の23人が、日本の
暮らしで感じたことや日頃の思いを日本語で発表しました。
発表会の後は交流会も開かれ、抹茶やおしるこをみんなで
味わいました。
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施設
だより

文化会館・三の丸芸術ホール

資料館

文化会館友の会ご案内＆三の丸芸術ホール催し物スケジュール

市文化施設の
催し物などを
お知らせします

施 設
だ よ り

第一資料館
（℡74 - 4111）

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

とき 会場 催し物

４
月

11日㈭～
15日㈪ 展 セリグラフ美術研究所版

画作品展示会

23日㈫

ホ

農楽塾コンサート

26日㈮ 農楽塾発表会

26日㈮～
28日㈰ 展 分福アート油絵展

５
月 12日㈰ ホ 落語者達（らくもんず）

その四

４月の施設の休館日（施設名・期間・問合せ）
■城沼総合体育館　25日㈭・℡74 - 2611
■図書館、第一資料館　26日㈮・℡74 - 2346、℡74 - 4111
■文化会館　22日㈪・29日㈷・℡74 - 4111
■三の丸芸術ホール　９日㈫・10日㈬・29日㈷・℡74 - 4111

先
人
た
ち
の

　
　
　を
た
ど
っ
て

　この碑は館林出身の版画家、藤
ふじ

牧
まき

義
よし

夫
お

（明治
44年（1911）生）を記念して昭和53年（1978）
に建てられたものです。碑には版画「冬の城沼」
のレリーフと、藤牧ののこした「時代に生きよ
時代を超えよ」という言葉が刻まれています。
24歳で消息を絶ちましたが、激動の時代を生き
た藤牧の作品は今も評価されています。

藤牧義夫版画碑
尾曳町（つつじが岡
第二公園内）

市史編さんセンター
（℡76 - 7651）

ホ：ホール　展：展示室（４月15日～５月14日）
※３月15日現在の情報です

思
い
思
い
思
い
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ど
っ
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思
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っ
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思
い
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た
ど
っ
て

思
い
思
い
思
い
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ど
っ
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思
い
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た
ど
っ
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思
い
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っ
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思
い
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た
ど
っ
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思
い
思
い
思
い
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た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て
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～いしぶみ～　平成31年度文化庁「日本遺産」に申請した本市の
「里沼」ストーリー。本市の特徴である市内の沼々
とそこから生まれた沼辺文化について、期間を分け
た全３部による企画展で紹介します。
　第一部は「城沼」。館林城やつつじが岡をはじめ寺
社や芸術作品などの関連資料・パネルをもとに、「守
りの沼」として歩んできた城沼の歴史をたどります。
「里沼」という新しいキーワードで、市の地域資産
を再認識することができます。
春の陽気に誘われながら、第
一資料館にぜひ足を運んでく
ださい。
※各部を見学するとすてきな
　賞品がもらえる「展示会ス
　タンプラリー」も実施します
とき　６月30日㈰まで

第一資料館企画展「SATO-NUMA－里沼物語―」

　文化会館友の会では、お得にコンサートを鑑賞できる会員を募
集しています。
年会費　個人会員： 500 円、ファミリー会員：1 ,5 0 0 円、団体会
員：5 ,0 0 0円
有効期限　平成32年３月31日㈫
会員特典
①友の会・同館主催事業のチケットが割引で購入できます
■割引額　チケット１枚につき 200 円程度
■割引枚数（１事業につき）　個人会員　１枚、ファミリー会員        
　５枚、団体会員　会員数まで
②友の会・同館主催事業の案内が自宅に郵送、又はメール配信で
　お知らせします
③友の会・同館主催事業のチケットを先行購入できます
申込み　会費を添えて、直接同館窓口へ
※一部対象にならないコンサートもありますのでご了承ください

平成31年度　文化会館友の会会員募集中！

第一部『守りの沼－城沼－』

23 広報館林

図書館 図書館
（℡74- 2346）

新着＆おすすめ本紹介

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

４月17日㈬ 花の誇り

４月20日㈯

足元の小宇宙

４月21日㈰

５月１日㈷ 捜索者（字幕）

５月４日㈷
恋の花咲く　伊豆の踊子（澤

さわ

登
と

翠
みどり

　
活弁版）

５月５日㈷

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

※次回の子ども映画会は５月26日㈰の市民フェス
　ティバルです

映画会で楽しいひとときを

お話と紙芝居の会

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加されるかた
の年齢に応じて、選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く）

　就職された若い皆さんに、さまざまな
分野で活躍されているかたたちからのエ
ールを贈ります。人生を歩んでいくため
の道しるべとなる一冊です。（一般書）

経団連出版／編　経団連出版
新入社員に贈る言葉

　東大寺の大仏で有名な奈良公園では、
1 , 3 0 0 頭もの野生の鹿が観光客を迎えま
す。鹿の歴史や季節ごとのようす、鹿を
支える人びとの姿を紹介します。（児童書）

奈良　鹿ものがたり
中村文人／文　川上悠介／写真　佼成出版社

広報

科学館
向井千秋記念子ども科学館

（℡75 - 1515）
②③は参加費無料（ただし、③は大人は別途入館料がかかります）

①科学講座　「音の世界へようこそ！紙コップバイオ
　リンを作ろう」
　とき　５月25日㈯　午前９時30分～正午
　対象　小学生以上（小学１・２年生は保護者同伴）
　定員　24人（先着順）
　内容　楽器から音が出るしくみや音色のちがいな
　どについて実験や工作を通して学びます
　参加費　2 0 0円（保険料・材料費など）
　申込み　４月27日㈯の午前９時から、同館ホーム
　ページ（http://www.city.tatebayashi.gunma.jp/
　kagakukan/）へ
②夜間天体観望会「冬から春の星座を探そう」
　　プラネタリウムでの星座解説と、実際の空での
　観察を行います。
　とき　４月20日㈯　午後７時～８時30分
　※プラネタリウムでの星座解説は午後７時10分～
　　７時25分、午後７時50分～８時５分
　※雨天・曇天の場合はプラネタリウムでの星座解
　　説のみ

③公開天文台
　とき　４月13日㈯　午後１時50分～２時10分　
　※雨天・曇天の場合は施設公開のみ
ボランティア友の会（加入団体）の紹介
毎月第四日曜日は、日本宇宙少年団館林分団の活動
日です
　日本宇宙少年団館林分団は、宇宙や科学をテーマ
とした活動を行っています。水ロケット作りや電子
工作、他分団との交流などを通じて、  未来を担う
青少年の育成を目指しています。詳しくは、http://
www.yac-j.com/より活動報告をご覧ください。
毎月第二・第四土曜日は、群馬ロボット夢工房の活
動日です
　群馬ロボット夢工房は、小学３年生以上を対象に、
ＬＥＧＯを使った簡単なロボット作りから、プログ
ラミング言語を用いたロボット開発を行い、毎年ロ
ボカップジュニアの大会に参加しています。会員も
随時募集しています。興味のあるかたは同館　（℡75 -
1515 ）へ 。
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蕎麦の郷

問
合
せ　

内う
ち

田だ

繁し
げ

夫お

さ
ん
（
℡
73

─

７
９
８
５
）

　
私
た
ち
「
蕎そ

麦ば

の
郷
」

は
、
毎
月
第
２
・
第
４
土

曜
日
に
郷
谷
公
民
館
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
毎
回
、
そ
ば
を
実
際
に

打
っ
て
腕
を
磨
い
て
い
ま

す
。
北
海
道
の
そ
ば
粉
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
麺
は
、

の
ど
ご
し
が
と
て
も
よ
く

絶
品
。
家
族
や
知
り
合
い

に
ふ
る
ま
う
と
、
と
て
も

喜
ば
れ
ま
す
。
初
め
は
少

し
難
し
い
で
す
が
、
慣
れ

れ
ば
す
ぐ
に
お
店
以
上
の

そ
ば
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
。

　
そ
ば
打
ち
に
興
味
が
あ

る
か
た
や
、
趣
味
を
持
ち

た
い
か
た
は
、
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

Tateb
ayashi  kitchen

たてばやしの

定番昼ごはん
vol 80vol 80

作り方
①菜の花はさっと塩ゆでをして、冷水にと
　り冷ます。根元を切り落とし、長さを半
　分に切る
②豆腐はさいの目に切り、ニンジンとダイ
　コンはいちょう切りにする。エノキタケ
　は石づきを落とし、３㎝幅に切る
③だし汁にニンジン、ダイコンを入れて煮る
④材料が煮えたら、エノキタケと豆腐を入
　れる
⑤わかめを入れ、しょうゆと塩を入れて味
　を調え、菜の花を散らして完成！

材　料（４人分）
■ニンジン
■ダイコン
■エノキタケ
■豆腐
■菜の花
■乾燥わかめ
■だし汁
■しょうゆ
■塩

1/4本
３㎝

1/4株
120ｇ
１束
適量

800㏄
小さじ１
小さじ１

　菜の花は独特のほろ苦さが魅力の緑黄色野菜です。ビタミンや鉄、カルシウム、
食物繊維が多く含まれていて、骨や歯を丈夫にしたり、貧血予防や肌をきれいに保
つ効果があります。ぜひご家庭でもお試しください。

　　菜の花のすまし汁

黄色い菜の花畑が広がる季節となりました。旬のお

いしい時期に、ぜひ味わってください♪

一人前当たり 42kcal

学校の給食

104

○表紙の写真

　館林の春の風物詩、
つつじまつり。江戸幕
府鉄砲組百人隊の出陣
や花と緑のフェスティ
バルなど、魅力的なイ
ベントが満載です。

 このコーナーも「平成最後」です。つつじの
咲き誇るころには、もう新しい元号なんですね。
　ところで、つつじの花言葉は「節度」「慎み」
だそうです。赤のつつじには「恋の喜び」とい
う意味も。素敵ですね。
　皆さんも、誰かを誘って出かけてみませんか。
花より団子派も、子連れのかたも、みんなで楽
しめる目新しいイベントがありますよ。（桂）


